
主催：宮城県公衆衛生学会
後援：一般財団法人宮城県公衆衛生協会、宮城県、仙台市、東北大学災害科学国際研究所、

東北大学東北メディカル・メガバンク機構

第53回 宮城県公衆衛生学会学術総会

お問い合せ： 宮城県公衆衛⽣学会事務局（担当：菊⾕、猪狩）
TEL  022-717-8104,  FAX  022-717-8106
E-mail  mph@irides-pbh.med.tohoku.ac.jp
〒980-8575 仙台市⻘葉区星陵町2-1
東北⼤学災害科学国際研究所災害公衆衛⽣学分野内
URL  http://square.umin.ac.jp/mph/  

⽇ 時：平成29年7⽉14⽇（⾦） 10:00〜16:00
会 場：⾉陵会館 2階 記念ホール 仙台市⻘葉区広瀬町3-34

参加費：会員・学⽣：無料
⼀般：⼀般⼝演 1,000円（抄録代として）

シンポジウム 無料

「みやぎの⼦どもの健康を考える
〜健康寿命の延伸を、みやぎの⼦どもから〜」

コーディネーター：⽬時弘仁（東北医科薬科⼤学）

◆ 東⽇本⼤震災後の⼩児の健康状態に関する検討
〜喘息・アトピー性⽪膚炎を中⼼として〜

⽯⿊真美（東北⼤学東北メディカル・メガバンク機構予防医学・疫学部⾨ 助教）

◆ 宮城県における学齢期の⼦どもたちの肥満の現状について
⿊川修⾏（宮城教育⼤学教育学部保健体育講座 准教授）

◆ 「地域の中で⼦どもたちを育てる」〜学校保健との連携〜
佐々⽊秀美（登⽶市市⺠⽣活部健康推進課 課⻑）

◆ ⼦どもの⻭科疾患の健康格差
相⽥潤（東北⼤学⼤学院⻭学研究科国際⻭科保健学分野 准教授）

●プログラム
10:00～12:16 一般口演
13:30～13:55 総会
14:00～16:00 シンポジウム

テーマ

＜⼀般⼝演＞会員による研究成果の発表
＜シンポジウム＞


